


取扱説明書 Geo Carmagne E600M　

各部の名称

このたびは、ベルボン製品をお求めいただきまして、まことにありがとうございます。

ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。

※ローポジションはどの機種でも可能です。

※記載の数値は平均的な値です。三脚は組み合わせ部品で構成されておりますので、記載数値と若干異なる場合があります。

雲 　　台

全　　 高

 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰｽﾗｲﾄﾞ

最 低 高

縮　　 長

脚　　 径

段　　 数

質　　 量

推奨積載質量

クイックシュー

PHD-65Q

1800mm

404mm

247mm

666mm

28/25/22mm

3段

2170g

4000g

QRA-35Lシューブラック

PHD-65Q

1640mm

304mm

232mm

556mm

28/25/22/19mm

4段

2080g

4000g

QRA-35Lシューブラック

PHD-55Q

1800mm

411mm

275mm

656mm

25/22/19mm

3段

1820g

3000g

QRA-35Lシューブラック

PHD-55Q

1650mm

311mm

250mm

544mm

25/22/19/16mm

4段

1770g

3000g

QRA-35Lシューブラック

製品仕様 Geo Carmagne E635MⅡ Geo Carmagne E645MⅡ Geo Carmagne E535MⅡ Geo Carmagne E545MⅡ

２-１.カメラの取り付け方 ２-２.カメラの取り付け方 ２-３.カメラの取り付け方

カメラ底面のネジ穴と、クイックシューのカメ
ラネジを確実に合わせ、クイックシュー裏面
のカメラネジつまみを起こして回し、しっか
りと確実に取り付けて下さい。

カメラネジつまみ

②浮いたクイックシューを外します

①レバーを最後
　 まで起こします

パンハンドル

サイドティルト
ハンドル

カメラを取り付ける際は、必ずカメラをしっかりと保持しながら慎重におこなって下さい。
クイックシューが装着部からはみ出したりせず、動かずに確実に固定されている事を確認して下さい。

※取付時は勢いよくレバーが戻りますので
　 ご注意下さい

カメラネジ

サイドティルトハンドル

パンストッパー

エレベーター
ストッパー

開脚調整ノブ
パンハンドル

クイックシュー

シュー固定レバー

ゴム石突

センターエンド

エレベーター

脚ロックレバー

ロアーコラム

（分割したエレベーター下部）

＜ローポジション＞

１.雲台の準備

ご購入時はパンハンドルのグリップにサイ
ドティルトハンドルがねじ込まれています。
サイドティルトハンドルを回して外し、側面
に取り付けてご使用下さい。三脚ケースに
収納する際は、元のようにハンドルを結合
して下さい。

外
し
て
側
面
へ

シュー固定レバーを最後まで起こすと、クイ
ックシューが浮き上がりますので、上図の
矢印方向へスライドさせながら、本体から
外します。

開放位置

シュー固定レバーを開放位置にした状態で
クイックシューをレバー側から斜めに滑らせ
るように取り付け、下に押し付けるとレバー
が戻り半自動固定されます。後は手動で
レバーを確実に押し込んで下さい。



（ジオ・カルマーニュE600MⅡ/E500MⅡシリーズ）／E500M     series

３.背当てについて ４.雲台の使い方 ６.雲台取付ネジ

パンハンドルを反時計方向に回し緩めると、
カメラの上下方向が変えられます。サイド
ティルトハンドルを回し緩めると、カメラを
縦位置にすることができます。パンストッ
パーを回し緩めると、カメラを水平回転する
ことができます。構図が決まった位置で各
々ストッパーを締め、シャッターをきります。

背当てをおこすと、縦位置撮影時のレンズ
重さによる「前倒れ」を防ぐことができます。
カメラネジの位置を調整してカメラの背面
にうまく合わせて下さい。

※カメラの形状によっては位置が合わず、
   機能しない場合があります。

７.三脚取付ネジ穴 ８.雲台固定用イモネジ

脚を閉じた状態で、開脚調整ノブをカチッと
止まる位置まで右にスライドさせ、脚をいっ
ぱいに開くとローポジションとなります。エレ
ベーターは固定した状態で下部を回すと、
分割できます。 ※誤ってノブをスライドさせ
てしまった場合は、キャンセルボタンを押し
て元の位置に戻すことができます。

エレベーターストッパーを回して緩めると、
エレベーターの昇降ができます。必要な位
置でストッパーを締めて固定します。

　　 エレベーターの操作は、必ずカメラを手
　　 で支えながら、慎重におこなって下さい。

雲台の三脚取付ネジ穴はご購入時はUNC
1/4インチ（細ネジ）用となっています。
UNC3/8インチ（太ネジ）の取付ネジを使う
場合は、付属のネジ回しでMFスクリューを
交換して下さい。
※MFスクリューは緩み止め処理がされて
　 いますので固めになっています。

１０-３.開脚角度の調整 １１.ロアーコラム １２.脚の伸縮

脚を伸ばす時は上の段から順に伸ばしま
す。縮めるときは下の段から順にしまって
下さい。なお、脚には目盛りがふられてい
ます。目線位置等の目安とすると便利です。
※目盛りはあくまで目安です。精密に測ら
　 れているわけではありません。

分割したエレベーター下部を、ロアーコラ
ムと呼びます。先端に付いているセンター
エンドを回して外し、分割部分にねじ込み
「フタ」にすることができます。

　　 外したロアーコラムを無くさないよう、
　　 ご注意下さい。

さらに脚を閉じていくと、再び開脚調整ノ
ブが自動的にカチッとスライドし、標準開
脚に戻ります。

ローポジション（上図イラスト）にした脚を
ゆっくり閉じていくと、開脚調整ノブが自動
的にカチッと左方向へスライドします。この
位置がセミローポジションとなります。

１０-２.開脚角度の調整

１３.脚ロックレバーの調整 １５.エンドフック １６.ストーンバッグ

風の強い場所では、重し入れとしてストー
ンバッグをお使いください。バンドの小さな
輪ができている方を内側にして、３本の脚
それぞれにマジックテープできつく巻きつ
けます（上図）。その輪にストーンバッグの
フックを引っかけて使用します。

付属のエンドフックは、上図のようにセン
ターエンドに取り付けて使用します。カメラ
バッグ等を吊り下げ、安定性を確保します。
吊り下げたバッグが風にあおられるとブレ
の原因になりますので、ベルトは出来るだ
け短くして吊り下げて下さい。

背当て

上
下
方
向

水平回転

パンハンドル

パン
ストッパー

サイドティルト
ハンドル傾

け
る

（縦
位
置
）

UNC3/8ｲﾝﾁUNC1/4ｲﾝﾁ

六角ナット
手前

E600シリーズのみ

E600シリーズのみ E600シリーズのみ

ＭＦスクリュー

UNC3/8 UNC1/4

※ネジ回しは、サイズによって
　 下図のようにお使い下さい

操作時に雲台が緩まないようにするための
「雲台固定用イモネジ」が付属しています。
台座下から同梱の六角レンチでねじ込み、
雲台底面に突き当てて下さい。

　　　イモネジの機能上、雲台底面に傷が
　　　付くことがあります。

イモネジ

※イモネジの長さは複数ありますので、
　 お使いの雲台に合わせてお選び下さい。

台座

エレベーター
ストッパー 上

下

開脚調整ノブ
キャンセル
ボタン

分割

※開脚調整ノブが、自動的にカチッと左へ
　 移動します。

※開脚調整ノブが、再度自動的にカチッと
　 左へ移動します。

カチッ！

脚を閉じる

カチッ！

外す

センターエンド

ねじ込む

ロアー
　コラム

脚ロックレバー
（起こして緩める）

太い脚から
　順に伸ばす

目盛り

六角穴付ボルト

六角レンチ

長期間の使用等で、脚ロックが緩くなった
場合には、上図の六角穴付ボルトを付属
の六角レンチで締めて調整します。六角穴
付ボルトを締めすぎると、レバーの開閉が
固くなりますのでご注意下さい。

※脚ロックレバーを
　 緩めた状態で、
　 ボルトの調整をして下さい

エンドフック

マジック
　 テープ

ずらす

小さな輪

５.雲台を交換するには

雲台を交換する場合は、各ハンドル棒とス
トッパー類及び三脚のエレベーターストッ
パーをしっかりと締め、雲台全体を反時計
方向に回して外して下さい。自由雲台など
他の別売雲台に交換可能です。

※雲台取付ネジ＝UNC1/4（細ネジ）

E600シリーズは雲台取付ネジのサイズを
変換することができます。海外メーカー製
の雲台を付ける場合は、UNC3/8（太ネジ）
にサイズ変換して下さい。付属の工具で台
座の六角ナットを外し、雲台取付ネジを逆
さにしてねじ込みます。その後、六角ナット
を元通りに締めこみます。

奥

９.エレベーターの昇降 １０-１.開脚角度の調整

脚を開く

さらに閉じる

Ⅱ Ⅱ

１４.石突（別売）の交換

石突を交換するには、初期仕様のゴム石突
を手で回して外し、別売石突付属の工具で
六角部分を締まる方向に回して取り付けて
下さい。
　　　 脚パイプ内部の｢空回り防止機構｣が破損
　　　 する恐れがありますので、極端に強く締め
付けないようご注意下さい。また、必ず最下段を
握って作業して下さい。

緩む 締まる

スパイク
石突

可変
石突

六角部分

交換作業は最下段を
握りながらおこなって
下さい。


